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はじめに 

 加齢とともに増加する認知症は、患者本人や家族
の生活を崩壊させるとともに多額の医療や介護費用
を要することから、予防や治療方法の確立は急務の
課題である。最近の厚生労働省の発表によれば、平
成 25年時点で 65歳以上の高齢者のうち認知症は推
計 15％、実数で 462万人と報告されている。今後の
わが国の急速な人口構造の変化を考慮すると、認知
症に対する問題は今後ますます重要な課題となる。
認知症の有病率に関する性比は必ずしも判っていな
いが、例えばアルツハイマー病での男女比はおよそ
1：1.5と女性に多いことが知られており、女性医学
の視点からも認知症予防は極めて重要な課題となっ
ている。 
 
軽度認知機能障害について 

 認知症ではないが軽度な認知機能の低下を有する
状態は、軽度認知障害（mild cognitive impairment: 
MCI）として知られ、認知症を予防する前駆状態と
して注目されている。日本の地域在住高齢者を対象
とした大規模疫学研究では、MCIの有症率は概ね 5
～7%とされている 1）。これら地域在住の MCI 高齢
者は、3年間で 3.7%が認知症に移行したのに対して、
MCI を持たない高齢者が認知症を発症したのは
0.2%であったと報告された 2）。また、38.5%の MCI
は 5年後に正常に回復するため 3）、認知症を予防す
るためには、MCI改善のための取り組みが重要となる。 

MCI 高齢者に対する RCT 

 前述のような研究背景を踏まえ、我々は有酸素運
動を中心とした運動介入によって MCI 高齢者の認
知機能低下の抑制が可能かどうかを検討するととも
に、認知脳容量、脳機能の向上が認められるかどう
かを目的として、わが国で実施されたランダム化比
較試験について紹介する 4, 5, 6）。本研究の対象者は、
大府市在住の 65歳以上の高齢者（約 1,500名）であ
る。基準に該当し研究への参加に同意した 100名の
MCI高齢者が介入対象者として選択された。これら
の対象者を健忘型 MCI で層化して無作為に健康講
座群（対照群）と運動教室群（介入群）とに割り付
けられた。調査は介入前後に認知機能検査、運動機
能検査、MRI検査を全対象者に実施した。MRI検査
では脳容量計測を行い、統計的パラメトリックマッ
ピングにて標準脳に対する脳全体の中で萎縮してい
る領域の割合を求めた。 
 運動教室群の介入は、6か月間、週 2回、1回につ
き 90分間、計 40回実施した。介入の内容は、スト
レッチ、筋力トレーニング、有酸素運動、脳活性化
運動、行動変容技法による運動の習慣化とした。特
に重点を置いたのは、単純な運動ではなく、計算や
しりとり、あるいはラダーを用いた多重課題を負荷
した運動（「コグニサイズ」と命名している）を介入
の中核にしたことである。さらに運動教室群の対象
者には、歩数計の装着をうながし、目標歩数への到
達とストレッチ、筋力トレーニングの実施を毎日行
うよう推奨した。 
 その結果、運動教室群における介入前後の認知
機能の変化は、Alzheimer's Disease Assessment 

 

- 36 - 



 
図 1 MCI 高齢者に対するコグニサイズによる RCT 

脳容量の変化 
健忘型 MCI 高齢者における脳萎縮の割合を示す。 

有意な交互作用は健忘型 MCI 高齢者のみにみられた。（文献 5，6 より引用改変） 

 

Scale-cognitive subscale（ADAS-cog）、Wechsler memory 
scale（WMS）-I A、WMS-I B、WMS-I total、WMS-II A、
WMS-II B、WMS-II total、Stroop test（ST）Iにおいて
有意な認知機能の向上を認めた。特に、群間差を比
較した結果、Digit Symbol（DS）およびWord Fluency 
Test（WFT）-category において有意な交互作用が認
められた。 
 さらに健忘型 MCI 高齢者の介入前後の認知機能
の変化では、運動教室群において ADAS-cog、WMS-I 
A、WMS-I total、WMS-II A 、WMS-II B、WMS-II total、
ST III、WFT-letter、Digit span forward（DSF）におい
て有意な機能向上を認めた。また、群間差を比較し
た結果、MMSE、WMS-I total、WFT-category、
WFT-letter において有意な交互作用が認められた。
さらに、脳容量測定についての検証結果、介入前後
の比較において、脳萎縮領域の割合が健康講座群で、
全対象者および健忘型 MCI 高齢者の両方の分析に
て有意に上昇し、群間比較では健忘型MCI高齢者の
分析において交互作用が認められた（図 1）。 
 これらの RCT 介入研究の成果から、多重課題を

 
おわりに 

 科学的根拠に基づく医学（EBM）における根拠レ

ベルにおいて 2013年 10月時点での当該テーマに関
する系統的レビューが報告されている 7）。総数
16,179 件の抄録レビューから 1,190 編の論文のフ
ル・テキスト・レビューを行い、薬物療法は 48編、
非薬物療法では 32論文、運動介入では 10編が比較
的良質な RCTとしてレビューされている。その中で
MCI を対象とした多重課題を有する運動介入の
RCTは 2編（Lautensch lager NT et al. JAMA 2008及
び Suzuki T et al. BMC Neurol 2012）のみがレビュー
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 この論文は、平成 26年 11月 8日（土）第 20回中
部老年期認知症研究会及び、平成27年7月25日（土）
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